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昭和 50 年代のピーク時の約 5300 億円に比べると約 4 分の 1 に減少している。関連企業数は約 1.5 万
件でピーク時の 3.5 万件弱に比べ 2 分の 1 以下、従業員数は約 7 万人でピーク時の約 28 万人の 4 分
の１程度となっている。	
	 漆器に関しては、平成 21 年度(2009 年)の生産額はピーク時の約 170 億円に対し約 3 分の 1、企業






	 藍染についての個別データはないが、繊維製品全体では、平成 21 年度(2009 年)の生産額約 700 億
円はピーク時約 4000 億円に対し 5 分の 1 以下、企業数約 4000 件はピーク時の約 18000 件に対し 4 分
の 1 以下、従業員数約 2 万人はピーク時の約 18 万人に対し 9 分の 1 程度であり、当初の規模が大き
いだけに減少比率はむしろ大きい。	























	 昭和 55 年(1980 年)の工業統計によれば、現在に比べれば比較的好調であった当時の漆器製造業は、
事業数約 4000、従業者約 2 万人、人件費約 200 億円、原材料費約 500 億円、出荷高約 1000 億円とい















を見ると、昭和 50 年(1975 年)から 55 年(1980 年)の 5 年間では、国内需要の総量は約 400 トンで保
たれているが、このうち国内産は約 1.5%ほどで、8 割が中国産、1〜2 割が台湾産であるという。	
	 福知山市役所の調査によれば(4)、現在は国産漆の比率は 5%であり、その国産品の 97%が岩手県の浄
法寺町産のものだという。夜久野の漆については、現在 4 年がかりで 440 本の植栽を目指していると
のことだが、樹液が取れるようになるのには 10 年かかるといい、しかも１本の木から１度しか収穫
できないという。1 本の木から 300g の漆が取れ、100g 約 1.1 万円との事なので、漆かき職人一人当
たり 200 本程度を担当し、収穫すれば、年商約 660 万円の中から経費をさしひいた額を収入にできる
とのことである。しかしそのためには、2000 本の木を確保する必要があり、そのレベルまでいくの















































34 年（1901 年）には最盛期となり 7 万戸近い製紙業者がいたという。しかしこの頃すでに日本にお
けるパルプによる洋紙産業も確立し始め、生産性向上のための技術開発が加速していった。明治 36
年（1903 年）に教科書用紙が洋紙に置き換わったことが象徴するように、その後価格の安い量産洋
紙が和紙の市場を奪い、手漉和紙業者の戸数は、ピーク時の約 7 万戸から、大正 14 年（1925 年）に
は半減し、昭和 16 年には 5 分の１程度となった。戦後、戸数は 1 万戸を割り、平成 20 年（2008 年）
時点では 187 戸と 200 戸を割っている。	





直近 10 年間で激減の傾向にあるという。一方、文化としては、平成 26 年（2014 年）に和紙の制作
技術がユネスコ無形文化遺産に登録され、アジアへの手漉和紙輸出量は直近 10 年間で倍増し、和紙
文化がブランド化しているという。こうした中で、伝統和紙を、体験型の観光に活用できないかとい

























































	 本研究は、第 1 部と第 2 部から構成される。	











































































































l  今 回 の 授 業 で 和 紙 の 作 り ⽅ や ど れ だ け 苦 労 し て 作 っ て い る の か が よ く 分 か り ま し
た 。 福 知 ⼭ に 和 紙 を つ く る ⼈ が い る こ と を 知 っ て い た け れ ど 、 も う ⼀ ⼈ だ と い う
こ と は 知 ら な か っ た し 、と っ て も ⼿ 間 が か か っ て い る こ と を 知 れ て よ か っ た で す 。
僕 も 福 知 ⼭ に は あ ま り 魅 ⼒ が な い と 思 っ て い ま し た 。（ 中 略 ）和 紙 作 り の 映 像 を 観
て 、 あ の た く さ ん あ っ た ⽊ ？ か ら あ ん な ち ょ っ と の ⽩ ⽪ に な る な ん て 、 と っ て も
⼤ 変 だ な と 思 い ま し た 。 と て も 興 味 深 い お 話 で し た 。  
l  今 ⽇ 、和 紙 が で き る ま で の DVD を ⾒ て 、び っ く り し ま し た 。私 は ⼀ 度 、紙 漉 き を
し た こ と が あ り 、 ど う い う も の 感 じ な の か 知 っ て い て 、 ⽔ と 何 か を ⼊ れ て 作 っ て
い る と 思 っ て い た け ど 、 紙 す き ま で に 何 ⽇ も か け て 、 さ ら に 、 ⼀ つ ⼀ つ 細 か く 作
業 を ⾏ っ て い て 、 感 ⼼ し ま し た し 、 ⼤ 切 に 使 ⽤ し な い と い け な い ん だ な と 改 め て




























	 2016 年度は、大学生６人と、中学生 20 人弱、小学生 30 人ほど、それに公園などにしつらえた工










































































l みんなが作ったものが、たくさんの町に飾られていて、福知山は 1 つになっているんだなと思




































































































































































































往復で 3 万円程度かかる。京都から福知山では、特急で約 1 時間強、経費としては往復約 5000 円程
度である。	
	 福知山での宿泊は、民泊利用なら 2 食付きで 6000 円程度から、ゲストハウスや大呂自然休養村な









	 しかし、結果的に、週末土日の１泊 2 日くらいのツアーで、和紙、漆器、藍染の日本の 3 大伝統工
芸を、原料の植物の栽培過程から含めて講習を受け、制作研修できる体験ツアーとすれば、かなり魅
力的なものとなるのではないか。	
	 また、ツアーの履行最低人数は 10 名程度とし、20 人定員のツアーとして、それを越えれば、3 つ
の研修先をシフトさせて構成し、１回の週末で最大 60 人まで受け付けることができる。研修の時期



























   午後：伝統和紙の講習と⼿漉実習 
   夜：職⼈/農家/地元の家に⺠泊 
２⽇⽬午前：伝統漆の講習と蒔絵実習 
   午後：伝統藍染の講習と染め実習 


























































	 	 （失業者への再就職のための職業訓練校、 





（１）	 かなり魅⼒的：               ４７％ 
（２）	 やや魅⼒的：                ３７％ 




（４）	 やや魅⼒に乏しい：              ３％ 
（５）	 全く魅⼒がない：               ３％ 
問２：内容として、一つの技術を深く研修したいか、３つの技術を浅くでも一応研修したいか、どち
らでしょう？ 
（１）	 ⼀つの技術を深く研修したい：        ３７％ 
（２）	 ３つの技術を浅くでも⼀通り研修したい：   ６３％ 
問３：もっとも研修したい技術は、あえて選ぶとするとどれですか？ 
（１）	 和紙漉き：                 ２３％ 
（２）	 漆掻き、漆器、蒔絵、螺鈿など：       ４０％ 
（３）	 藍染、絞り染め：              ２７％ 
（４）	 記載なし                  １０％ 
問４：宿泊についてのご希望をお教えください。次のどれが一番魅力的ですか？ 
（１）	 職⼈さんの家に⺠泊：            ４０％ 
（２）	 農家に⺠泊：                ３３％ 
（３）	 地元の⼀般の⼈の家に⺠泊：         １０％ 
（４）	 地元の⼭の中の保養所（バス、トイレ付き個室、新築）に宿泊 
                      １７％ 
	 	 （５）	 通常のホテルに宿泊：	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ２０％ 
	 	 	 但し、複数に回答したものを含む 
問５：期間について、一番魅力的な期間は次のうちどれでしょう？ 
（１）	 週末などの１泊２⽇             ４０％ 
（２）	 ２泊３⽇                  ３７％ 
（３）	 ３泊４⽇                  １７％ 
（４）	 ４泊５⽇                   ０％ 
（５）	 ５泊６⽇                   ０％ 
（６）	 ６泊７⽇                   ３％ 




（１）	 ５万円程度                 ７７％ 
（２）	 ８万円程度                 １０％ 
（３）	 １０万円程度                 ７％ 




記載なし	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ３％ 
問７：このツアー企画に対して、何かご希望や意見がございましたら、お聞かせください。 
	 	 	 １泊２日より２泊３日の方が深く研修できて良い、あるいはもっと長期間 
	 	 	 正直なところ、京都にいくなら京都の観光もしたい 
	 	 	 自分で作った作品を持って帰りたい 
	 	 	 夏休みの子供や親子を対象にしたら、キャンプと組み合わせるのもいいかも	
	 	 	 漆の木のオーナー制を考えたら？	










	 実施時期：2018 年 2 月ないし 3 月の 2 日間（１泊 2 日のツアー） 
	 対象者：発進力が有る文化関係者、数名（予算に依存） 
	 	 	 	 候補者例：	  
	 	 	 	 	 	 A: アパレル関連新聞の編集長経験者	 各界へのチャネル多い 
	 	 	 	 	 	 B: WEB デザイン等デザイン業界事務所経営者	 インターネット技術に詳しい 
	 	 	 	 	 	 C: 工芸美術作家（大学准教授）海外へのチャネルも多い 
	 	 	 	 	 	 D: 写真家	 海外での活躍も多い、ツアーの写真を撮ってもらうのにもいい 
	 	 	 	 	 	 E: 展示会企画業者	 多くの展示会を手がけ、各界に顔が広い 
概要：	 １日目：主として東京から新幹線、特急で昼には福知山に着く 
	 	 	 	 	 	 	 	 午後は、和紙手漉き研修、ビデオ教材も有効に活用。 
	 	 	 	 	 	 	 	 宿泊は、職人さんの家への民泊を考える。 
	 	 	 	 	 	 	 	 （駅前のゲストハウス、大呂自然休養村の活用も可能性あり） 
	 	 	 	 ２日目：午前は漆かきの説明、漆蒔絵実習、ビデオ教材も有効に活用。 
	 	 	 	 	 	 	 	 午後は藍染め実習など 































































効果である。現在、活動を始めてわずか 2 年目であるが、活動に参加した子どもたちの総数は、1 年
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